








































































































































































































































































































① 切片化 .デー タを意味のまとまりごとに断片化した
② コード化 切片化したデータにコード名を付けた
③ カテゴリー 生成 コー ド化したデータの中で類似の内容のものでをまとめてカテゴリ
ー名を付けた。なお、カテゴリー 化に当たつては、2人以上の対象者の語りに基づく、
2つ以上のコー ドが含まれていることを条件とした。さらにそれらの中から共通の意
味内容を持つカテゴリー をまとめて、カテゴリー グループ (以下CG)を生成した





































Table3「気になる子」への理解と支援 小学校 コード表 (例)
Table4「気になる子」への理解と支援 幼保 コード表 (例)






















































































































































































































































































集団適応カ ー 幼保4(5) 小5(3)

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































理解力  注意力  集団適応力 言語カ
コミュニケー ションカ  自己調整力  生活習慣
【子どもの背景として推測する視点】
発達の過程  家庭環境







理解力  注意力 集団適応カ







































Table5 幼保小連携による「気になる子」への支援に関する現状と課題 イヽ学校 コード表 (例)
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